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四
年
ぶ
り
に
発
表
さ
れ
た

『
中
国
国
防
白
書
』
を
読
み
解
く
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講

師

飯
田
将
史
先
生

(防
衛
省
防
衛
研
究
所

中
国
研
究
室
主
任
研
究
官
)

◎

習
近
平

の
中
国
は
、
そ
の
経
済
発
展
と
土
ハ
に
年

々
国
防
費
を
増
大

し
、
そ
の
軍
事

予
算

の
増
加
額
は
ア
メ
リ
カ

を
も
し
の
ぐ
、
と
い

っ
た
報
道
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
事
態
を
危
惧
す
る
折
柄
、
先
般
、
中
国
が
四
年
ぶ
り
に

「国
防
白
書
」
を
発
表
し
た
、
と
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
に
御
願

い
に
出

て
、
そ

の
中
国
研
究
室
主
任
研
究
官

・
飯
田
将
史
先
生
に
、
頭

記

の
よ
う
に

「四
年
ぶ
り
発
表
さ
れ
た

『
中
国
国
防
白
書
』
を
読

み
解
く
」
と
題
し
、
御
講
話
を

い
た
だ
き
ま
す
。

貴
重
な
お
話
が
う
か
が
え
る
と
存
じ
ま
す

の
で
、
奮

っ
て
の
御
参
加
お
待
ち
申

し
上
げ

ま
す
。

(清
原
記
)

口

当

日
会
費

(昼
食
と
も
)

会
員
は

三
千
円
、
外
部

の
方

五
千
円
。

当
日
は
、
議
員
会
館
玄
関
を
入

っ
て
右
側

の
金
属
探
知
機
を
通
り
、

に
職
員
が
通
行

証
を
持

っ
て
お
迎

え
に
参
り
ま
す
。

待
合
広
場

で
お
待
ち
下
さ

い
。
十

一
時
半
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九
月
十
日

(火
)
ま
で
に
出
欠
の
返
信
賜
り
た
く

 

◎

御

報

告

ア
メ
リ
カ
経
済

は
、
即
世
界
経
済

の
動
向
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。

ト
ラ

ン
プ
大

統
領

の
政
策

は
、

ア
メ
リ
カ

を
経
済
的

に
立

て
直
す
と

し
、
中

国
製

品
に

二
十
五
%
も

の
関
税
を

か
け
、
米
中
貿

易
戦
争

が
激

化

し
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
七
月
十

二
日

の
月
例
会

は
、

国
際
経
済

専
門
家

の
今
井
激
先
生

に
御
講
話

を

い
た
だ
き
ま

し
た
。

冷
戦
時
代

は
、
先
進
国
が
企

画

・
設
計
し
、
労
働
力

の
安

い
国

で
生
産

し

て
利
益

を
上
げ

て
き
た
。
米
中
貿
易

戦
争

に
突

入
し
、
中

国

の
生
産

拠
点

は
ブ
イ
リ
ピ

ン
や

ベ
ト
ナ

ム
に
移

り

つ
つ
あ

る
。
米
中
対
立

で
漁
夫

の
利
を

得

る

の
は
、

日
本

で
あ

り
、

イ

ン
ド

で
あ
る
と
考
え

て

い
る
。

ア
メ
リ
カ
は
中

国
に
輸

出

で
き
な
く
な

る
農
産
物

や
防
衛
関
連
を

日
本

に
買

っ
て
も
ら
お
う
と
す

る
は
ず
だ
。
ト

ラ

ン
プ
大
統

領
が

F
R
B
に
盛
ん

に
利
下
げ
を
要

求

し
て

い
る

の
は
、
来

年

の
大

統
領
選
ま

で
好
景
気
を
維
持

し
た

い
か
ら
だ
。
さ

ら
に
、

民
主
党
が

反
対

し
な

い

大
規
模

イ

ン
フ
ラ
投
資

も
行
う
だ
ろ
う
。
世
界
経
済

の
最
大

の
リ

ス
ク
は
、

ド
イ

ツ
銀
行

の
経
営
破
綻

で
あ

る
。

そ

の
赤
字
額

は
ド
イ

ツ
の
G
D
P

の
3
倍

以
上

と
も
言
わ

れ

て
お
り
、
投
資

部
門
を
切
り
離

し

て
逃

れ
よ
う

と
し

て
い
る
が
、

も
し
破
綻

す
れ
ば

リ
ー

マ
ン
シ

ョ
ッ
ク

の
比

で
は
な

い
悪

影
響
を
及
ぼ

す
だ

ろ
う
。

今
年

の
目
本

の
成

長
予
測

は
プ

ラ

ス
ー

・
0
%

で
、
増
税

の
影
響

は

マ
イ
ナ

ス
ー

・
4
%
あ

り
、

来
年
は
間
違

い
な
く

マ
イ
ナ

ス
成
長
と
な

る
。
昨
年
秋
、

日
銀
が
供
給

通
貨

量
を
年
八
十
兆
円

か
ら

三
十
兆

円
に
下
げ

た
結

果
、

今

年

の
初

頭
に
は
株
価
が

二
万
円
台

を
割

っ
た
。
今

は
や
や

持
ち
直

し
て

い
る
も

の
の
、
超

円
高

の
リ

ス
ク
も
あ

る
。

増
税

の
影
響
を
鑑

み
る
と
、
供
給
通
貨

量

は
再
び
上
げ

る
べ
き

で
あ

る
。

ま
た
、

十
年
間
限
定

で
建
設
国
債

を
発
行
す
れ
ば
、
金
利
を
払
わ
な

く

て
す

む
し
、
物
価
も
上
が

り
、

タ

ン
ス
預
金

が
市

場

に
出
回

る
だ
ろ
う
。
解

散
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
本
格
的

に
景
気

が
悪
化
す

る
前

で
、
即
位

の
礼
や
大
嘗
祭

が
終

わ

っ
て
か
ら

に
な

る
だ

ろ

う
、
と
、

予
測
さ

れ
ま
し
た
。

▽

「時

代
を

刷
新
す
る
会

」
と

は

「何
事

も
人
類

・
国
民

の
た
め
に
な
る

こ
と

は
、
時
代
を
先
取

り
し

て
、
積

極
的

に
取

り
組
も
う
」

と

の
趣
旨

で
、

昭
和

五
十
六
年
、
岸
信
介

元
総

理
に
よ

っ
て
創
設
さ

れ
た

シ
ン
ク
タ

ン
ク

で
す
。
晩
年

の
岸
信
介

元
総

理
が

そ
う

で
あ

っ
た
よ
う
に
、
超
党
派

・
超
派
閥

で
、
真

に
国
を
憂

え

る
有

志
に
よ

っ
て
構
成
さ

れ

て
い
ま
す
。

八

つ

の
部
会

と
、
五
～
六

の
委
員
会
が
あ

り
、

こ
れ
ま

で
に
百
三
十
七
本

の
要
請
書
を
時

の
政
府

に
提
出
し

て
い
ま
す
。

第

二
代
会

長
は
、

木
村
睦

男
元
参
議
院
議
長
、
第

三
代
会

長
が
櫻
内
義

雄

元
衆
議
院
議
長
、
第

四
代
会

長

の
塩

川

正
十
郎

元
財
務
大

臣
は
、
九
十
歳
を
機

に
辞

任
。
第

五
代
会

長
代
行
と

し
て
、

江

口

一
雄

元
衆
議
院
議
員
。

そ

の
後
、
平
成

二
十
七
年
四
月

か
ら
、
第

六
代
会

長
代
行
と

し
て
、
岸
信
夫
衆
議
院
議
員

・
元
外
務

副
大
臣
、

前
議
院
運
営
委
員
会
理
事
、
現
在

は
衆
議
院
安
全

保
障

委
員
長
が
就
任

し

て
お
り
ま
す
。
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専
務
理
事

・
清
原
淳
平

総
務
重
田
典
子
、
高
津
優
介
、


